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図 国内総生産及びその伸び率（2010－2014年）
億元

国内総生産 前年比



中央経済工作会議
経済発展はニューノーマルに入り、成長スピー

ドが高度成長から中高速成長へ、経済成長パター
ンが規模・スピード優先の粗放型成長から質・効
率優先の集約型成長へ、経済構造が量的拡大・設
備増強型からストックの調整と新規投資の質の向
上が並存する状況に移り、経済発展の牽引力が従
来の成長分野から新しい成長分野へと移行しつつ
ある。ニューノーマルを認識し、ニューノーマル
に順応し、ニューノーマルをリードしていくこと
が経済発展を考える上での大前提である。
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附图1 日本不同发展阶段的GDP增长率
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数据来源：根据Maddison的数据计算
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図１ 異なる発展段階における日本のGDP成長率

GDP成長率（％左目盛）

一人当たりのGDP（GーKドル右目盛）
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高度成長期
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出所：Maddisonのデータより算出
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日本：1946から1973年までの27
年間、GDPの年平均伸び率が9.4%
であったのに対して、1973から
1991年までの19年間の平均伸び
率は4.3%に低下し、下げ幅は50%
を超えた。
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GDP伸び率(%)
9.8 7.8 6.5
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ニューノーマル：経済運営が伸び率のギア・

チェンジを経て、中高速成長期に移行した後
の均衡状態。
---量的拡大から質的向上へ
---部門間から部門内の資源の再配分へ
---政府主導から市場主導へ



中米の比較(2013年)
中国 米国 中米の

比＆差

GDP
（兆ドル）

9.48 16.80 56%
（比）

一人当たりGDP
（ドル）

6984 53143 13.1%
（比）

個人消費対GDP比
（％）

34.1 68.6 34.5
(68.6-34.1)

第三次産業の比率
（％）

46.9 75.4 28.5
(75.4-46.9)

農業労働力の比率
（％）

33.6 1.6 32.0
（33.6-1.6)
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ニューノーマルに入った経済状況の下では、マ
クロ政策はスピードより質を優先させ、改革に
よって活力を引き出すという原則を堅持し、経
済の大幅な変動を回避する。人為的に成長率を
押し上げることによるバブルの蓄積を防ぐ一方、
成長率の急低下による財政・金融リスクの集中
発生を防がなければならない。重点分野の改革
推進に力を入れ、新たな成長の牽引役を積極的
に育成し、市場の期待を安定化させ、経済
ニューノーマルに必要な原動力の基盤整備を行
うべき。


